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図1 青枯病による株の萎れ

図2 かいよう病による葉の萎れ、葉先の褐変

図3 青枯病多発圃場

図4 県内で発生するトマトの主な病害

図5 プランテクトの温度・湿度センサー

秋
田
県
総
合
防
除
計
画

重
点
病
害
虫
に
11
作
物
34
種

秋
田
県
は
、「
予
防
」
「
判

断
」
「
防
除
」
を
組
み
合
わ

せ
た
総
合
防
除
計
画
の
推
進

体
制
と
し
て
、
秋
田
県
防
除

協
議
会
（
県
及
び
関
係
機
関

で
構
成
）
を
組
織
し
、
総
合

防
除
を
推
進
し
て
い
る
。
主

な
役
割
と
し
て
、
県
は
、
総

合
防
除
の
実
施
に
つ
い
て
基

本
的
な
事
項
を
定
め
防
除
指

導
を
行
う
ほ
か
、
地
域
課
題

に
対
し
、
防
除
技
術
の
開
発

や
地
域
防
除
体
系
の
実
証
に

努
め
る
。
市
町
村
は
、
農
業

者
団
体
と
連
携
し
市
町
村
防

除
協
議
会
を
組
織
し
、
農
業

者
へ
の
発
生
予
察
情
報
等
の

情
報
提
供
な
ど
を
含
む
防
除

指
導
に
努
め
る
。
農
業
者
団

体
等
は
、
地
域
の
課
題
や
病

き
る
灌
注
処
理
剤
が
販
売

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

密
播
苗
栽
培
に
疎
植
を
組

み
合
わ
せ
た
栽
培
に
お
い

て
、
秋
田
県
農
業
試
験
場

で
灌
注
処
理
剤
に
よ
る
い

も
ち
病
（
葉
い
も
ち
）
と

紋
枯
病
に
対
す
る
防
除
効

果
を
検
討
し
た
の
で
、
そ

の
結
果
を
紹
介
す
る
。

い
も
ち
病
と
紋
枯
病
を

同
時
に
防
除
で
き
る
イ
ソ

チ
ア
ニ
ル
・
ペ
ン
フ
ル
フ

ェ
ン
・
シ
ア
ン
ト
ラ
ニ
リ

プ
ロ
ー
ル
水
和
剤
（
商
品

名
：
ミ
ネ
ク
ト
フ
ォ
ル
ス

タ
ー
Ｓ
Ｃ
）
を
供
試
し
、

移
植
当
日
に
50
倍
と
１
０

０
倍
の
希
釈
液
を
、
そ
れ

ぞ
れ
1
箱
あ
た
り
５
０
０

㎖
灌
注
処
理
し
た
区
（
以

下
、
ミ
ネ
ク
ト
50
倍
区
と

ミ
ネ
ク
ト
１
０
０
倍
区
）

を
設
置
し
た
。
１
箱
あ
た

　

秋
田
県
の
ト
マ
ト
生
産

は
、
鹿
角
市
や
大
仙
市
な
ど

を
は
じ
め
、
県
内
で
広
く
行

わ
れ
て
お
り
、
令
和
４
年
度

の
作
付
面
積
は
２
２
３
ha
、

収
穫
量
は
７
５
０
０
ｔ
と
な

っ
て
い
る
。
本
県
の
ト
マ
ト

栽
培
の
主
な
作
型
は
夏
秋
雨

よ
け
栽
培
（
５
月
〜
10
月
）

で
あ
り
、
６
月
中
旬
〜
10
月

下
旬
ま
で
出
荷
が
行
わ
れ
て

い
る
。
生
産
現
場
の
課
題
と

し
て
、
近
年
の
高
温
や
豪
雨

等
の
影
響
に
よ
り
、
土
壌
病

害
で
あ
る
「
青
枯
病
」、
「
か

い
よ
う
病
」
に
よ
る
被
害
が

拡
大
し
て
お
り
、
収
量
や
品

質
の
低
下
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
大
規
模
園
芸

拠
点
と
し
て
、
大
仙
市
や
湯

沢
市
で
は
ト
マ
ト
の
団
地
が

整
備
さ
れ
た
。
生
産
現
場
で

の
薬
剤
防
除
は
定
植
後
７
〜

10
日
間
隔
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

散
布
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

一
方
で
経
営
規
模
の
拡
大
に

よ
る
作
業
量
の
増
加
に
よ
り

防
除
間
隔
が
長
く
あ
い
て
し

ま
う
な
ど
、
防
除
圧
の
低
下

に
よ
り
病
害
の
多
発
を
招
い

て
い
る
事
例
が
あ
る
た
め
、

防
除
作
業
の
効
率
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
県
内
で
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
青
枯
病
と
か

い
よ
う
病
に
対
す
る
防
除
対

策
と
、
病
害
の
感
染
リ
ス
ク

に
基
づ
い
た
薬
剤
防
除
に
よ

り
作
業
の
効
率
化
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
る
技
術
と
し
て

期
待
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
予
測
に
基

づ
い
た
薬
剤
防
除
法
を
紹
介

す
る
。

【
青
枯
病
と
か
い
よ
う
病
に

対
す
る
防
除
対
策
】

　

両
病
害
は
７
月
頃
か
ら
発

る
な
ど
、
定
植
し
な
い
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
機
械
や
靴

底
へ
の
病
原
菌
の
付
着
に
よ

る
圃
場
外
へ
の
持
ち
出
し
に

よ
り
、
被
害
が
拡
大
す
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
農
業
資
材

や
機
械
の
十
分
な
洗
浄
と
消

毒
を
徹
底
す
る
こ
と
等
の
対

策
も
あ
わ
せ
て
行
う
必
要
が

あ
る
。

【
Ａ
Ｉ
予
測
に
基
づ
い
た
薬

剤
防
除
】
〜
プ
ラ
ン
テ
ク
ト

に
よ
る
病
害
予
測
機
能
搭
載

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
〜

本
県
に
お
け
る
ト
マ
ト
の

病
害
に
対
す
る
薬
剤
防
除

は
、
灰
色
か
び
病
、
う
ど
ん

こ
病
、
葉
か
び
病
、
す
す
か

び
病
を
主
な
対
象
と
し
て
行

っ
て
い
る
が
（
図
４
）
、
こ

れ
ら
の
病
害
に
対
し
て
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
防
除
で
は
な
く
適

期
防
除
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
技
術
と
し
て
「
プ
ラ
ン
テ

ク
ト
」
が
あ
る
。

プ
ラ
ン
テ
ク
ト
に
は
病
害

予
測
機
能
が
付
与
さ
れ
て
お

り
、
特
許
取
得
の
独
自
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
Ａ
Ｉ
予
測

で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
が
温
度
・
湿

度
セ
ン
サ
ー
（
図
５
）
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
な
ど
を

も
と
に
、
目
に
見
え
な
い
病

害
の
感
染
リ
ス
ク
を
予
測

し
、
「
低
」、
「
中
」、
「
高
」

の
３
段
階
で
評
価
す
る
。
感

染
リ
ス
ク
が
高
く
、
薬
剤
防

除
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
お
す
す
め
の
農
薬
が
表

示
さ
れ
、
農
薬
の
適
切
な
選

択
と
適
期
散
布
に
役
立
つ
。

予
測
に
基
づ
く
防
除
に
よ

り
、
発
病
を
抑
制
し
、
薬
剤

防
除
回
数
の
削
減
を
図
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

新
規
就
農
者
等
の
経
験
の
浅

い
農
業
者
で
も
、
薬
剤
防
除

を
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

ト
マ
ト
の
他
に
、
県
内
で

広
く
作
付
さ
れ
て
い
る
キ
ュ

ウ
リ
に
つ
い
て
も
、
プ
ラ
ン

テ
ク
ト
に
よ
る
病
害
予
測
機

能
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

が
使
用
で
き
、
薬
剤
防
除
に

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
生
産
現
場
や
県
農
業

試
験
場
で
、
本
県
で
の
社
会

実
装
に
向
け
て
現
地
実
証
等

を
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

秋
田
県
農
業
試
験
場
生
産
環
境
部
病
害
虫
チ
ー
ム
主
任
研
究
員

齋
藤
隆
明

り
11
・
２
株
の
栽
植
密
度（
疎

植
）
で
移
植
し
た
。

葉
い
も
ち
に
対
す
る
防
除

試
験
の
結
果
を
左
図
に
示

す
。
７
月
下
旬
の
上
位
３
葉

の
調
査
で
は
、
ミ
ネ
ク
ト
50

倍
区
と
ミ
ネ
ク
ト
１
０
０
倍

区
で
は
、
葉
い
も
ち
の
発
生

量
を
無
処
理
区
よ
り
も
低
く

抑
え
、
高
い
防
除
効
果
を
示

し
た
。

紋
枯
病
に
対
す
る
防
除
試

験
の
結
果
は
、
ミ
ネ
ク
ト
50

倍
区
、
１
０
０
倍
区
と
も
に
、

紋
枯
病
の
被
害
度
は
無
処
理

区
よ
り
も
低
く
、
防
除
効
果

を
示
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ミ
ネ

ク
ト
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
Ｓ
Ｃ

は
、
同
剤
の
１
０
０
倍
液
を

1
箱
あ
た
り
５
０
０
㎖
灌
注

処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
密

播
苗
移
植
栽
培
と
疎
植
を
組

み
合
わ
せ
た
栽
培
に
お
い

て
、
い
も
ち

病
と
紋
枯
病

の
同
時
防
除

が
可
能
で
あ

る
と
考
え
ら

れ
た
。
今
後

は
、
栽
培
様

式
の
多
様
化

に
伴
い
、
こ

の
よ
う
な
灌

注
処
理
剤
の

活
用
場
面
も

が
望
ま
れ
る
。

【
密
播
苗
移
植
栽
培
で
灌
注

処
理
剤
を
使
用
す
る
際
の
注

意
点
】

密
播
苗
の
播
種
量
は
、
中

苗
と
比
較
す
る
と
２
〜
３
倍

と
な
り
、
育
苗
箱
の
中
で
苗

が
密
に
生
育
す
る
た
め
、
箱

剤
を
箱
施
用
す
る
際
に
は
苗

の
株
元
に
確
実
に
薬
剤
が
落

ち
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
灌
注
処

理
剤
に
よ
る
灌
注
処
理
は
、

薬
剤
が
株
元
ま
で
届
き
や
す

い
処
理
方
法
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
処
理
場
面
は

育
苗
ハ
ウ
ス
等
で
の
灌
水
を

兼
ね
た
薬
剤
灌
注
作
業
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
他
の
箱
剤

と
同
様
に
、
後
作
物
へ
の
影

響
を
十
分
に
考
慮
し
、
処
理

方
法
や
処
理
時
期
に
注
意

考
慮
し
、
今
回
紹
介
し
た
ミ

ネ
ク
ト
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
Ｓ
Ｃ

の
秋
田
県
に
お
け
る
使
用
時

期
は
、
中
苗
・
密
播
苗
と
も

に
「
移
植
３
日
前
か
ら
移
植

当
日
ま
で
」
と
し
て
い
る
。

な
お
、
密
播
苗
に
対
応
し
た

薬
剤
の
施
用
量
は
中
苗
の
場

合
と
異
な
る
た
め
、
詳
細
は

薬
剤
の
ラ
ベ
ル
を
確
認
す
る
。

（
農
村
ニ
ュ
ー
ス
２
月
６
日

号
箱
処
理
剤
特
集
よ
り
。
一

部
変
更
）

害
虫
発
生
状
況
等
の
調
査
、

把
握
に
努
め
、
農
業
者
等
へ

の
指
導
を
行
う
。
県
が
確
立

し
た
技
術
に
つ
い
て
は
防
除

暦
へ
の
記
載
な
ど
に
活
用
し

指
導
す
る
。
農
業
者
は
、
総

合
防
除
技
術
を
習
得
す
る
た

め
研
修
会
に
参
加
し
理
解
醸

成
に
努
め
る
。

な
お
、
令
和
６
年
10
月
現

在
、
指
定
有
害
動
植
物
は
12

作
物
80
種
、
そ
れ
以
外
の
重

点
病
害
虫
は
11
作
物
34
種
。

高密度播種苗に疎植を組み合わせた灌注処理の葉いもちに対する防除効果

・エラーバーは標準偏差を示す
・  グラフ上の数値は上位3葉の株あたり
病斑数から算出した防除価

（7月下旬）

葉いもち

生
が
見
え
始
め
、
主
な
病
徴

と
し
て
地
上
部
の
萎
れ
や
葉

先
の
褐
変
等
が
あ
り（
図
１
、

２
）
、
程
度
が
ひ
ど
い
場
合

は
株
が
枯
死
す
る
。
圃
場
で

多
発
し
た
場
合
は
、
収
穫
皆

無
と
な
る
（
図
３
）。
主
な

防
除
対
策
は
、
抵
抗
性
台
木

の
使
用
や
土
壌
消
毒
等
で
あ

る
が
、
複
数
の
防
除
対
策
を

組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が

被
害
を
抑
え
る
た
め
に
重
要

と
な
る
。
ま
た
、
か
い
よ
う

病
は
種
子
伝
染
性
病
害
で
あ

り
、
圃
場
へ
の
病
原
菌
の
持

ち
込
み
を
防
ぐ
た
め
、
苗
床

で
本
病
が
発
生
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
苗
を
全
て
処
分
す

灰色かび病 うどんこ病

葉かび病 すすかび病

対
策
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

ま
た
、
近
年
、
多
く
の
箱

剤
（
箱
粒
剤
）
の
箱
当
た
り

施
用
量
が
50
〜
１
０
０
ｇ
へ

登
録
の
適
用
拡
大
が
進
み
、

箱
当
た
り
の
薬
剤
施
用
量
を

増
や
す
こ
と
で
密
播
苗
移
植

栽
培
や
疎
植
に
お
い
て
も
防

除
効
果
が
安
定
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
箱

当
た
り
の
薬
剤
施
用
量
が
増

加
す
る
と
、
薬
害
リ
ス
ク
が

株元まで薬剤が届きやすい（写真はイメージ）
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位
３
葉
の
株
あ
た
り
病
班
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個
／
株
）
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